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 6 月議会の本会議初日に、自公民会派が北大

阪急行の延伸と絡めて、止々呂美（箕面新町）

の開発をさらに進めるよう府へ求める意見書

を提案し、反対する議員の声を押し切って強行

可決しました。 
  

提案会派は議会の場で、この意見書の内容を

質
ただ

す質問に対し「文案は議長に一任したから議

長に聞いて」などと真摯に答えようとしません

でした。また「このような意見書は取り下げて

ほしい」という声が本会議上で相次いだにも関

わらず、反対する議員らの声を尻目に強行可決

してしまいました。 

内容的にも事実関係に不備があり、議会の半

数近くが反対するなかで箕面市議会の総意と

して意見書を府へ提出することには全く納得

がいきません。箕面市議会の“民主主義”の質

が問われます。 

 

 

 
 
 
 

 
 
箕面市議会議員 
中西とも子 
無所属 「市民派」
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元気に！とも子議会ニュース 

このような強引な方法で「開発を推進」させ

ようとするやり方は、梶田市政時代に止々呂美

開発（水と緑の健康都市）の見直し論が浮上し

た際、開発続行を太田府知事に強く迫った時

と、じつによく似ています。 
 
 
 
 
 
中西は、開発ありきで将来的にも多大なツケ

を残す北急延伸には、かねてから警鐘を鳴ら

し、問題がある、と主張してきました。今回は

北急の延伸にも増して止々呂美の開発をさら

に推進させる内容の意見書が決議されました。

開発にお金をかけ、“元を取るため”と称して

さらなる開発を進める、という手法が時代に合

っているのでしょうか？「箕面の水枯れ問題」

では多くの市民が「開発でこれ以上緑を削らな

いで」という思いをもっています。市民の思い

をふみにじる「開発推進」が数の力でじわじわ

と進められようとしていることに怒りを覚え

ます。もっと、全市的な議論を巻き起こすこと

が必要です。 

■「開発を進める意見書は取り下げ

て！」と求める議員らの声を無視し、数

の力で強行可決。 

■「開発」は、将来のまちづくりビ

ジョンと市の財政負担をよく検討し

たうえで決定すべき！ 

男女が互いを尊重し、協力して、誰もが自分らしくいきいき

と暮らせるための箕面市にしていこうという条例です。 

◆「開発」（箕面森町）をさらに進める意見書が強行可決！
＜自民、公明、民主・市民ク：13 名が賛成、市民派ネット、共産、無所属：10 名は反対＞ 

◆「男女協働参画推進条例」、またもや議決されず！
＜常任委員会で自民、公明、民主・市民クラブが再び賛成せず、 
2 月議会につづいて条例成立を引き伸ばし。（怒）＞ 

6月議会速報！

政争の道具に

しないで！！ 






